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(17) 防水形複層塗材Ｅは、次による。 

(ｱ) 材料の練混ぜは、(14)(ｱ)による。  

(ｲ) 下塗りは、(1)(ｲ)による。 

(ｳ) 増塗りは、(3)(ｳ)による。  

(ｴ) 主材塗りは、(16)(ｴ)による。 

(ｵ) 上塗りは、(13)(ｴ)(b)による。 

 

防水形複層塗材Ｅ（凹凸状 凸部処理・吹付け）工法例 

工 程 

塗料その他 
日本ペイント 

商品名 

所要量 

(㎏/㎡) 

塗り 

回数 規格 

番号 
規格名称 種類 

下地調整 15.6.5による｡ ― ― 

1 下塗材 
JIS A 

6909 

防水形複層塗材Ｅ 

下塗材 
― 

（１液・水系） 

Ⓙ水水性性カカチチオオンンシシーーララーー  

透透明明  

無希釈 

0.1 

以上 
１ 

2 増塗材 
JIS A 

6909 

防水形複層塗材Ｅ 

主材 
― 

（１液・水系） 

ⒿＤＤＡＡＮＮタタイイルル中中塗塗  

ＳＳホホワワイイトト 

水道水 5～8% 

0.6 

以上 
１ 

3 主材基層 
JIS A 

6909 

防水形複層塗材Ｅ 

主材 
― 

ⒿＤＤＡＡＮＮタタイイルル中中塗塗  

ＳＳホホワワイイトト 

水道水 5～8% 

1.7 

以上 
２ 

4 主材模様 
JIS A 

6909 

防水形複層塗材Ｅ 

主材 
― 

ＤＤＡＡＮＮタタイイルル中中塗塗  

ＳＳホホワワイイトト  

水道水 1～3% 

0.7 

以上 
１ 

5 凸部処理 
プラスチックローラーに塗料用シンナーＡをつけて、主材模様 

吹き直後に凸部を押さえる。（凸部処理の場合のみ実施） 
― ― 

6 上塗材 
JIS A 

6909 

防水形複層塗材Ｅ 

上塗材 

耐候形 

1種 

（フッ素系・１液・水系） 

オオーーデデフフレレッッシシュュ  

ＦＦ１１００００ⅢⅢ※  

水道水 5～10％ 

0.25 

以上 
２ 

（シリコン系・１液・水系） 

Ⓙオオーーデデフフレレッッシシュュ  

ＳＳｉｉ１１００００ⅢⅢ  

水道水 5～10% 

― 

（ウレタン系・１液・水系） 

Ⓙオオーーデデフフレレッッシシュュ  

ＵＵ１１００００ⅡⅡ  

水道水 5～10% 

― 

（アクリル系・１液・水系） 

ⒿＤＤＡＡＮＮタタイイルル水水性性上上塗塗  

水道水 5～20% 

※オオーーデデフフレレッッシシュュＦＦ１１００００ⅢⅢの場合、上塗材１回目塗りには「オオーーデデフフレレッッシシュュ共共通通中中塗塗」 

を塗装してください。 

 

＊JIS A 6909 防水形複層塗材Eの規格では、下記の商品も使用可能です。 

（Ⓙマーク品の組合せが、JIS A 6909合格仕様となります。） 

●下塗材（既存塗膜の状態や下地の種類等により使用できない場合もあります。） 

Ⓙ水水性性カカチチオオンンシシーーララーー（（ホホワワイイトト））（１液・水系） 

Ⓙフファァイインン浸浸透透シシーーララーー（（透透明明・・ホホワワイイトト））（２液・弱溶剤系）  

Ⓙ浸浸透透性性シシーーララーー（（新新））（２液・溶剤系） 
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●上塗材 

・パパワワーーオオーーデデフフレレッッシシュュＦＦ（フッ素系・２液・水系） 

（上塗材１回目塗りには、「オオーーデデフフレレッッシシュュ共共通通中中塗塗」を塗装してください。） 

・ススーーパパーーオオーーデデフフレレッッシシュュＦＦ（フッ素系・１液・水系） 

（上塗材１回目塗りには、「オオーーデデフフレレッッシシュュ共共通通中中塗塗」を塗装してください。） 

・パパワワーーオオーーデデフフレレッッシシュュＳＳｉｉ（シリコン系・２液・水系） 

（上塗材１回目塗りには、「オオーーデデフフレレッッシシュュ共共通通中中塗塗」を塗装してください。） 

ⒿススーーパパーーオオーーデデフフレレッッシシュュＳＳｉｉ（シリコン系・１液・水系） 

（上塗り１回目塗りには、「オオーーデデフフレレッッシシュュ共共通通中中塗塗」を塗装してください。） 

・１１液液フファァイインンウウレレタタンンＵＵ１１００００（ウレタン系・１液・弱溶剤系） 

（１１液液フファァイインンウウレレタタンンＵＵ１１００００弾弾性性添添加加剤剤を現場で添加し、ご使用ください。） 

 

防水形複層塗材Ｅ（ゆず肌状・ローラー）工法例 

工 程 

塗料その他 
日本ペイント 

商品名 

所要量 

(㎏/㎡) 

塗り 

回数 規格 

番号 
規格名称 種類 

下地調整 15.6.5による｡ ― ― 

1 下塗材 
JIS A 

6909 

防水形複層塗材Ｅ 

下塗材 
― 

（１液・水系） 

Ⓙ水水性性カカチチオオンンシシーーララーー  

透透明明  

無希釈 

0.1 

以上 
１ 

2 増塗材 
JIS A 

6909 

防水形複層塗材Ｅ 

主材 
― 

（１液・水系） 

ⒿＤＤＡＡＮＮタタイイルル中中塗塗  

ＲＲホホワワイイトト 

水道水 4～6% 

0.6 

以上 
１ 

3 主材基層 
JIS A 

6909 

防水形複層塗材Ｅ 

主材 
― 

ⒿＤＤＡＡＮＮタタイイルル中中塗塗  

ＲＲホホワワイイトト 

水道水 4～6% 

1.7 

以上 
２ 

4 主材模様 
JIS A 

6909 

防水形複層塗材Ｅ 

主材 
― 

ⒿＤＤＡＡＮＮタタイイルル中中塗塗  

ＲＲホホワワイイトト 

水道水 4～6% 

0.6 

以上 
１ 

5 上塗材 
JIS A 

6909 

防水形複層塗材Ｅ 

上塗材 

耐候形 

1種 

（フッ素系・１液・水系） 

オオーーデデフフレレッッシシュュ  

ＦＦ１１００００ⅢⅢ※  

水道水 5～10％ 

0.25 

以上 
２ 

（シリコン系・１液・水系） 

Ⓙオオーーデデフフレレッッシシュュ  

ＳＳｉｉ１１００００ⅢⅢ  

水道水 5～10% 

― 

（ウレタン系・１液・水系） 

Ⓙオオーーデデフフレレッッシシュュ  

ＵＵ１１００００ⅡⅡ  

水道水 5～10% 

― 

（アクリル系・１液・水系） 

ⒿＤＤＡＡＮＮタタイイルル水水性性上上塗塗  

水道水 5～20% 
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※オオーーデデフフレレッッシシュュＦＦ１１００００ⅢⅢの場合、上塗材１回目塗りには「オオーーデデフフレレッッシシュュ共共通通中中塗塗」 

を塗装してください。 

 

＊ＤＤＡＡＮＮタタイイルル中中塗塗ＲＲホホワワイイトトをローラー（多孔質ローラー）で塗装すると、仕上げの形状は

「さざ波状」になります。細目のローラーを使用したり、希釈率を調整することによりゆず

肌状の仕上げ形状に近づけることはできますが、事前に仕上がりの確認を行ってください。 

 

 

＊JIS A 6909 防水形複層塗材Eの規格では、下記の商品も使用可能です。 

（Ⓙマーク品の組合せが、JIS A 6909合格仕様となります。） 

●下塗材（既存塗膜の状態や下地の種類等により使用できない場合もあります。） 

Ⓙ水水性性カカチチオオンンシシーーララーー（（ホホワワイイトト））（１液・水系） 

Ⓙフファァイインン浸浸透透シシーーララーー（（透透明明・・ホホワワイイトト））（２液・弱溶剤系）  

Ⓙ浸浸透透性性シシーーララーー（（新新））（２液・溶剤系） 

●上塗材 

・パパワワーーオオーーデデフフレレッッシシュュＦＦ（フッ素系・２液・水系） 

（上塗材１回目塗りには、「オオーーデデフフレレッッシシュュ共共通通中中塗塗」を塗装してください。） 

・ススーーパパーーオオーーデデフフレレッッシシュュＦＦ（フッ素系・１液・水系） 

（上塗材１回目塗りには、「オオーーデデフフレレッッシシュュ共共通通中中塗塗」を塗装してください。） 

・パパワワーーオオーーデデフフレレッッシシュュＳＳｉｉ（シリコン系・２液・水系） 

（上塗材１回目塗りには、「オオーーデデフフレレッッシシュュ共共通通中中塗塗」を塗装してください。） 

ⒿススーーパパーーオオーーデデフフレレッッシシュュＳＳｉｉ（シリコン系・１液・水系） 

（上塗り１回目塗りには、「オオーーデデフフレレッッシシュュ共共通通中中塗塗」を塗装してください。） 

・１１液液フファァイインンウウレレタタンンＵＵ１１００００（ウレタン系・１液・弱溶剤系） 

（１１液液フファァイインンウウレレタタンンＵＵ１１００００弾弾性性添添加加剤剤を現場で添加し、ご使用ください。） 

 

(18) 軽量骨材仕上塗材は、次による。 

(ｱ) 材料の練混ぜは、仕上塗材の製造所の指定する方法で均一になるように行う。 

なお、練混ぜ量は、仕上塗材の製造所の指定する可使時間以内に使い終わる量とす 

る。 

(ｲ) 下塗りは、(1)(ｲ)による。 

(ｳ)  主材塗りは、(7)(ｲ)による。 

 

１１５５．．６６．．７７  所所要要量量等等のの確確認認 

所要量等の確認方法は、防水形の仕上塗材又は軽量骨材仕上塗材の場合、単位面積当たりの

使用量によることを標準とする。また、仕上りの程度の確認は、表 15.6.4 による。 

  

表表１１５５．．６６．．４４  仕仕上上りりのの程程度度のの確確認認  

確 認 項 目 仕上りの程度 

見本帳又は見本塗板との比較 見本と色合、模様、つや等の程度が同様であること。 

塗り面の状態 むら、はじき等がないこと。 
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